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1.最近 の 動 き/CurrentTopics
○エ ジンバラ大学 との間で科学技術庁フェローシップ制度を介 した協力がスター ト
この度、英国エ ジンバ ラ大学 日本 ・欧州技術研究所(JETS)と の間で科学技
術庁 フェロー シップ制度を介 した協力活動を進めることが決まった。
この協力は従来の、日本、欧州及び米国の科学技術政策 に関す る比較研究に関す
る協力に加え、JETSの 推薦を受 け、科学技術庁 フェローシップ制度 によ り当研
究所に受 け入れ られた研究者 のうち日本で優れた成果を挙 げた者をJETSに 優先
採用す るというもので、両研究所の協力関係をより緊密な ものとす るとともに、国
際的な科学技術政策研究の展開を促進す るもの として期待 されている。
◎研 究 会等/ResearchMeeting
O第6回STSC研 究 会(Science?echnologySocietyCommunication)が9月4日
に開催 され、科 学技 術 に関 す る社 会 的 コ ミュニ ケー シ ョンの レベル や仕組 み、科 学
技 術 に反 応す る人 間の ゆれ の問題 等 にっ いて 、活発 な 議論 が行 われ た。
○第3回 ア ジア のエ ネルギ ー消 費 と地 球環 境 に関 す る調査研 究会 が9月8日 に開 催
され 、 中国 、イ ン ド国 内 の地 域 別 エネ ルギ ー消費 、各 国 のエ ネルギ ー消 費 ・大気 汚
染物 質排 出量 の推計 に関 わ る社 会経 済指 標 の検 討 を行 った。 また、 地域 別 のCOの
推 計 とユネ ルギ ー消費構 造 の調査 結 果 につ いて検 討 したが他 の汚染物 質 の推 計 を含
め小 委 員会を 設置 し、 さ らに調 査研 究を 図 る こ ととな った。
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◎講 演 会等/LecturesatNISTEP
9/11(月)「我 が国 の外 交 と科 学 技術 タス クフaf-一一スにつ いて」
遠 藤 哲也(外 務 省大使)
9/29(金)「社 会 の変 化(科 学 技 術 ・文 化等)が 個 人 に及 ぼす影 響 一精神 科 医の 目
で見 た諸 ケー ス」
野 田正彰(神 戸 市外 国語 大学教 授)
◎ 主要 来訪 者/ForeignVisitorstoMST£P
9/22(金)Dr.H◎rstAlbach ベ ル リン科 学 ア カデ ミー所長






4大学 にて発行 している教官名簿を基に、次の7つ に分類 して調査 した。












(1)調 査 結果 の概 要
博 士号取 得大学 につ いて み ると、調査 した4つ のい ずれ の大学 にお いて も 日本
の大学 で学 位 を取 得 した者 が圧 倒 的 に多1↓・。特 に 自然科 学系 の場 合 、約95%が
日本 の大学 で学位 を取 得 してお り.、国立 大学 の 場合 は 、国立 大学 で取 得 した者が
多 い。 またA大 学 の場 合、A大 学で 取得 した者 が多 い。外 国 の大 学で 学位 を取 得
した者 は少 な いが 、 その中で はア メ リカの大 学 で取得 した者 が多 い。
修士 号取得大 学 にっ いて みて も、 日本 の大 学 で修士 号 を取得 した者 が多 く、特
に国立大 学 の場 合 、国立 大学 で取 得 した者 が 多 い。外 国 の大学 で修 士号 を 取得 し
た者 は少 な いが、B大 学 で は2◎%と 比較 的 多 い。
(2)博 士号取 得大 学
4っ の大学 を総合 的 にみ る と3,088名 中1,9ユ4名(62.◎%)が 博士号
を持 って お り、そ の内訳 は次 の とお りで あ る(表 門 ユ参 照)。
①1,769名(92.4%)は 国内 の大 学 で学 位 を取得 してお り非常 に多 い。
② 外 国の大学 で 博士号 を取 得 した者 は ユ45名(7.6%)と 少 な い。 その 内訳
はア メ リカ ユ◎6名,ヨ ーcrッパ32名,そ の他 の 国7名 とな って い る。
また、 自然科学 系 の学位 取 得者 のみ に限 定 してみ ると、 ユ,9◎5名 が 博士
号 を持 って いる。
①1,610名(95.1%)は 国 内の大 学で 取得 して い る。
② 外 国の大学 で博 士号 を取 得 した者 は83名(4.9%)と 非 常 に少 な い。 その
内訳 を見 る とアメ リカ66名,ヨ 一-urッパ15名,そ の他 の国2名 とな って い る。
③ 自校 出身者 で かっ 自校で 学位 を取 得 した者 の数 は 、そ れ ぞれA大 学460名
(68%),B大 学147名(20.2%),D大 学12名(ユ4.6%)で あ り、
A大 学 の比率 が特 に高 いのが 目立 つ。
国立 大学 の場合 、国 内 の国立 大学 で博 士号 を取 得 した者 が 、全体 を対 象 と した
場 合85.1%,自 然科 学 系 に限 ってみ る と9ユ.8%と 非 常 に多 い ことが わ か る。
(3)修 士号 取 得大学
4つ の大学 を総 合 的 にみ る と3,088名 中705名(22.8%)が 修 士号 を
持 ってお り、 その 内訳 は次の とお りで あ る(表 一1参 照)。
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表一 1大 学教官学位取得状況
数 ・割合 全 体 自然科学系のみ
学位 総数 割 合 総 数 割 合




所属大(取 得) 73145,529.0 68344,737.8








所属大(出 身) 25349,410.0 11460◆06.3
6.修士号(外 国) 30名1.0% 8名0.4%
7,学位無 し 469名15.2%
_一
調査対象者合計 3088名3088名 1905名 ユ905名
(注)国公私立等の内訳はD大 学を除いたもので、国内の合計 にはならな い。
①675名(95.7%)は 国内の大学である。
②外国の大学で修士号を取得 した者 は30名(4.3%)と 少ない。
国内の国立大学で学位を取得 した割合が非常 に大 きいことがわか る。また外国の
大学で学位を取得 した者は非常に少ないのがわか る。





国内の国立大学で学位を取得 した割合が非常 に大 きいことがわか る。
博士号取得者 と同様、'A大学において自校で学位を取得 した教官が多 いことが
わかる。
担当/第2調 査研究 グループ
3、来 所 講 演 概 要/SummaryoftheLectureatNISTEP
?? 『国 際 社 会 にお け る技 術 格 差 の 問 題 点 』
加 藤 秀 俊(放送教育開発セ ンター所長)
現在 の技術 の 問題を 考 え ると きに、留意 すべ き点 を三つ提 示 させ て頂 き ます 。
発展 途上 国が先進 国 へ 向か って い くとい うの は、一 つ の進化 論 の道筋 だ ろ うと
思 いますが 、第一 は一種 の技術進 化 論の よ うな ことで す。 先 日、話 を して いま し
て 、ハ イ ビジ ョンが最 初 に100%普 及 す る国 は ど こか と い う話題 が 出 ま した。
一 番確 実性 が高 い とい う ことで 皆が 合意 しま したの は、 まだ テ レビのな い国 とい
う ことで した。 っ ま り、現 在 テ レビが定着 して い る国が ハ イ ビ ジ ョンに移 行 して
い くには、20年 ぐらいかか るだ ろ うと思わ れ ます。 しか し、今 か らテ レ ビ放送
を始 め よ うとい う国 では 、設備 はゼ ロか らの ス ター トで すか ら、 ユ0◎%ハ イ ビ
ジョ ンにな る と思 い ます 。 その よ うな事 例 はた くさんあ ります。
も う一 つ 、私 が 注 目 してお ります のは、 シ ンガ ポール に おけ るク レ ジッ トカー
ドとコ ン ピュー ターの導 入で す。 シンガ ポー ルの市 民 は全員 が政 府 の保 証 した ク
レジ ッ トカー ドを持 って います。 ク レジ ッ トカー ド1枚 で 、運転 免許 証 に もな る
し、 スーパ ー等で の買 い物 の引落 し、身分 証 明、 キ ャ ッ シュカー ドに もな ります。
大型 の ホス トコン ピュー ター と結 ん で、市 民 の行動 が逐 一 わか る シス テム を作 り
上 げま した。 中途 半端 な コ ンピュー ター進 化 とい う経験 を経 ず に、一気 に大型 の
ホ ス トコ ン ピュー ター と端 末 を最初 か ら入れ て しまいま した。 これ も進 化 論 の一
つ の現れ です。
ま た、 コ ミュニ ケー シ ョン史 とい うもの を考 えて み ます と、一 番最 初 は文 字 の
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ない社会で、あ らゆる社会的 コ ミュニケー ションは口伝えです。 これは文字が入
って来てか ら変わ るわけで、 ユ5世紀には印刷術へ移っていきます。そ して20
世紀に入 ってか ら映画、テ レビというように音響 と映像の世界が拓 けて くるわけ
で、そこには、口伝えか ら印刷 による文字、映画やテ レビとい うよ うに、歴史的
進化がコ ミュニケー ション技術 にはあ ったわ けです。現在 の全世界人 口50億 人
のうち、読み書 きので きる人 間は、恐 らく半分よ り少 ないで しょう。そ こで問題
になるのは、文字を読む習慣 のない人たちの ところへいきなりテ レビが入 って く
るとどうなるかということです。村落社会の中での音声の世界とテ レビが いきな
り ドッキ ング して、途中にあった400年 にわたる活字の世界を完全にスキ ップ
するわけです。
それぞれの国の もって いる教育程度や国力等に応 じた適正な技術を一段一段進
むわけではな くて、十段 も二十段 も飛び越 して、いきな り最先端のところに跳ん
でいくという技術スキ ップ現象が起 こっています。私が問題点 と してあげてお き
たいのは、技術の進化論の中で発展途上国が、一段一段技術の道を歩まず に、一
足跳びに跳んで しまって いることを考えた とき、闇で踏み忘れた石段 というもの
は果 して踏 まな くて よかった ものなのかどうか、三段跳びで もかまわないか ら、
大急 ぎで も踏んで来たほ うがよか ったのではないか ということです。適正技術論
と、技術スキ ップで よいのではないか という先端技術の普遍主義論 とい う二つの
考え方があることを考慮 しなければな りません。
第二は、技術と文化の関係をどうとらえるか という問題です。 日本の文化の中
で、職人 さんはかな り尊 ばれてきま した。それに比べてイギ リスでは、歴史的伝
統を踏まえての話ですが、現在 になって も職人 とか技術者 というのは、科学者 よ
りも格が低いよ うです。 そ してサイエ ンスとテ クノロジーの間には非常に大 きな
定義上の区分 けもしています。 日本の文化 というのは、科学 と技術を一緒 に した、
要するに科学技術なので、それを一緒に して もおか しくない文化なのです。
日本の工業化の秘密 について、よく外国人か らたずね られ ますが、明治以後 の
日本の近代化 につ いて も結局の ところ、科学技術 あるいはテクノロジー という文
化的土壌があったか らこそここまでやって これたのだろうという話です。 江戸時
代に平賀源内などが出ま した し、四国の宇和島藩の軍艦の話 もあ ります。宇和島
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藩の殿様が黒船が走っているのを見て、城下の職人にあれ と同 じものを作れ と命
じたところ、1年 程で作 って しまったというものです。 それは、職人が もってい
るプライ ドと大変優れた勘のようなものが結合 しての結果で しょうが、そういう
文化と、船を造るには構造計算を して、t実験室で確かめてか らや らなければいけ
ないという文化との間には大 きな差があると思います。
この文化の差 ということでは、これは日常生活品の領域 にな りますが、アメ リ
カがイスラム圏の国作 りを援助 しようというときに、 日常生活を便利 なものにし
てあげるべきだということで、アメ リカ的合理主義で物事を考え、電気洗濯機 の
普及を考えたのです。 しか し、失敗 しま した。 この便利 さとい うものにっいての
考え方が、普遍的か というと決 してそ うではないのです。 イスラム諸国の女性達
が女同士の付き合いがで きるところというのは、共同の洗濯場だけなのです。朝、
洗濯を しなが らいろいろお しゃべ りがで きるというのが、イスラム圏にお ける主
婦 の唯一最大の楽 しみなわけです。そこで、洗濯機排除運動が起 きて、結局洗濯
機 は普及 しなか ったとい う事例 もあります。
技術 と文化は人類有史以来の ものであ って、国家 とか科学 は300年 かせ いぜ
い500年 の歴史 しか持 っていないとい う事実を、 ここで確認 してお く必要があ
ると思います。 そうなります と、技術 というのは文化の一部ですか ら、大変根深
い ものなのです。技術 というのは普遍的なように見えて、実は文化 とどこかで接
点を持ちなが ら、技術によって もた らされた製品を受 け入れ る文化 もあ るし、拒
否する文化 もあります。技術や工業製品は普遍的ではないとい うことです。
第三は、技術が科学に先行 しているというのならば、民族固有の技術エスノ ・
テクノロジーというものを考えて も良いのではないか ということです。我 々が現
在テ クノロジーと言 っているのは、概ね西洋の近代科学に裏打 ちされた技術を指
しているわけです。 しか し、それぞれの民族が固有に昔か ら持 ってい るサ イエ ン
スと関係のないテクノロジーというものはいっぱいあります。
明治以来 の日本では、西洋的なサイエ ンスの裏打 ちのない技術はイ ンチキな も
ので あるという思想が行 き渡 って、そのお陰で 日本の医学は、東洋医学 とか漢方
とい うものが排斥され、西洋医学一本に統一 されたのです。 しか し、特定の症状
に対 しては、む しろ土着のエスノ ・メデ ィシンのほ うが西洋医学よ りも経験 的に
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実証された薬効を示すわ けです。医学 ・薬学の領域で はエスノ ・テ クノロジーが
健在であって、再評価すべ き領域なのです。
近代技術 と在来技術あ るいは土着技術を並べたときに、近代技術 の方が良い と
考えるのは恐 らく間違いで しょう。民族固有の技術 の中に再認識すべ きものがた
くさんあるので、従 って技術の中には、科学に支え られた普遍技術 と、エス ノ 。
テ クノロジー というそれぞれの文化に固有の技術 との二つがあって、 これがそれ
ぞれの国や文化の中で技術結合を作 り上げて行 くわけです。最初の進 化論か ら言
うと・ひ ょっとすると、順々に踏んで いく階段 というものが異なった種類の階段
であるのか もしれません。それを考え ます と私達が陥っている大 きな錯覚は、技
術を普遍的な ものと考え、普遍的かっ等質的な価値を人類50億 が分かち合 って







3ケ月間の予定で 「日本における国の研究開発活動 と国の研究開発 プロジェク
トの評価 システムに関す る調査研究」にっいて研究を行 うことにな りま した。 シ
含科 学 技 術 庁 科 学 技 術 政 策 研 究 所
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